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神殿建築（Ⅱサムエル7:4-13）
ある人が、占いに行ったのですが、こういう結果が出ました。今年の９月に死ぬ運命だと。すごく驚いたと思います。到底、認めたくないので、他の占い師のところに行きました。占い師同士もお互い知らない関係です。内心、まったく違う答えが出るだろうと思って生年月日を言ったのですが、まったく同じ結果だったのです。それで顔が真っ青になってしまいました。四柱推命、運命に人間が捕らわれているということを信じますか。その人がなにか盗みごとをしたり、悪いことをしたわけではありません。一生懸命生きてきましたし、また子育てに専念してきました。また嘘もつかないようにして、他の人に迷惑をかけないように努力してきました。しかし、それらとは関係なく、人間は運命に捕らわれて生きるしかないのです。なぜでしょうか。

良い人として生きて頑張って努力すれば祝福されて、また、悪いことをして失敗すればのろわれると思っています。そのような誤った情報から早く抜け出すべきです。人間は神様に出会ってこそ正しく生きることができます。魚は水の中に生きてこそ正しいのです。良心的で筋肉質な魚だとしても水から離れたら死んでしまいます。最善を尽くして良心的に生きようと努力しても、水から出てしまえば死んでしまうのです。人間は、豚や犬とは違って霊的な存在です。犬がどんなに賢くても礼拝をすることはありません。人間だけが神様を礼拝することができるのです。神様とともにいるように創造されましたが、その神様から離れてしまいました。その神様から離れたことを罪と言います。悪いことをすることが罪ではありません。神様に背を向けて離れることです。神様を認めなくなりました。そのときから、水から抜け出した魚のように人間は苦しみの中に生きるようになったのです。神様を離れたということが、すべての理由であり原因なのです。私は、親が早くに亡くなって家庭環境が悪かったので私はこうなのだと思っていました。誤った診断をしてしまうので一生、それに捕らわれて生きるようになるのです。それであれば、早くに両親を亡くした人は、全員おかしくなってしまうのでしょうか。許せない人がいます。その人のせいで人生がダメになるのではありません。神様から離れたのでそういう問題が起きて、その中につまずいてしまうのです。四柱推命に捕らわれてしまうので、自分の意志とは関係なく、滅びの方に進んで行ってしまいます。神様を離れた罪というのは、単純な罪ではなくて背景にサタンという存在がいて、そのサタンが握っているのです。このサタンに捕らわれて縛られて四柱推命、運命の道を歩んで行くのです。人々は、これを知らずにお祓いをしたり、なにかお札などを買えば解決されると思っています。それが解消されるかのように見せかけて、どんどん問題が２倍、３倍に増えていきます。実際は、問題が解決されずにどんどん増していくので精神的な問題が来ます。この精神的な問題というのは脳の問題です。科学的に心と考えに作用して影響があります。心と考え、思いに、不安や悲しさなどがぎっしりつまっているので脳がおかしくなるのです。なぜ心がそんなに不安になるのでしょうか。神様とともにいなければいけない人間が、神様を離れたからです。ですから、精神的な問題や肉体的な問題に発展します。事故が起こることもありますし、病気にかかることもあります。やってはいけないと知っているのに、どんどん溺れてしまったりします。そうしているうちに人生そのものが崩れてしまいます。関係も崩れ、家庭も崩壊したり、そして、最後に死んでさばきを受けます。そのすべてが抜け出せない運命なのです。神様とともにいなければいけないのですが、神様を離れてしまった結果、起きたことです。神様を離れた瞬間、サタンに捕らわれるので絶対に解決できません。ですから、神様は、人間がまた救われて神様とともにいるようになることを望んでおられます。たくさんお金を稼いで社会が発展してというのがテーマではありません。お金をたくさん稼いだ人は稼いだなりにこの不安の中にいます。先進国は先進国なりにこの不安に捕らわれています。貧しい人は貧しい人なりにそうなのです。時代がこんなに変わったのにもかかわらず、問題は変わらず同じです。神様とともにいなければいけないのに、ともにいる方法がありません。ですから、人間の、この地球のテーマは、神様がともにいるのかそうでないのかがテーマです。しかし、皆さん、今までどういうテーマで生きてきたでしょうか。旦那さんが私を愛しているのかそうでないのか。子どもが良い学校に行くか行かないか。病気にかかったのか健康なのか。すべてそういう内容です。それが悪いということではありません。それはテーマではないのです。地球の環境は守らなければいけなく、戦争がなくなりテロがなくなり世界平和にならなければいけません。しかし、それが地球のテーマではありません。宇宙の主人となられる神様がともにいるのかいないのかがテーマです。教会に通いながらもテーマが変わっていない人がいます。そうすると葛藤と困難が終わりません。
ですから、自らテーマが何なのか問いかけて変えてください。神様がともにいるのかいないのか、それがテーマです。しかし、道がないのです。それで神様とともにいるように、その道を許されました。その道の名がキリストです。キリストであってこそ罪を解決できます。キリストこそがサタンを打ち砕けます。キリストでなければ運命とのろいから抜け出すことができません。その結果、キリストこそが神様に出会う道なのです。これが、神様がともにおられる道です。このキリストがイエス様です。だから、イエス様が、わたしが道であり、真理でありとおっしゃいました。キリストであるイエス様が、このすべてのことを十字架で背負われることによってすべてを解決されました。ですから、いまは神様に出会う道が開かれたのです。罪、のろいに縛られる必要がなくなりました。一つだけをおっしゃっています。道がすべて開かれているので、私たちができない無能な人間だとご存知なので、キリストであるイエス様を信じれば救われるとおっしゃいました。それで福音と言います。それ以外に他のことを要求しているのであれば福音ではありません。イエス様を信じる瞬間、神様に出会うようになります。皆さんのテーマ、聖書のテーマもそうですが、神様がともにいるのかがテーマです。神様がともにいらっしゃる奥義を、旧約では神殿をとおして現ししました。
ダビデは神様を愛している思いが特別でした。契約の箱があったのですが、自分はお城に住んでいて、契約の箱は幕屋に置かれていました。それでダビデが見るに、とてもさびしそうに見えたようです。この契約の箱を納める神殿を建築しようとなりました。そのとき、神様が何とおっしゃったでしょうか。わたしがいつ神殿を建てなさいと言いましたか。あなたがわたしのためにわたしの家を建てるのですか。それで建てられないようにされたのです。わたしがあなたのために神殿を建てるべきではないか。そのようにおっしゃいました。神殿建築についてよく考えるべきです。この奥義を回復することを意味しています。ダビデではなく、その子どもであるソロモンに神殿を作るようにされました。ソロモンが建てたのは確かですが、象徴的な意味があります。あなたの息子、あなたの子どもを通して。その国が永遠に続くようにする。その家が永遠に続くとおっしゃいました。しかし、ソロモンのときから神殿は永遠に続きませんでした。ダビデではなくて、ダビデを通して来られるイエス・キリストを象徴しているのです。もちろんそれはソロモンを含めて重ねて説明している内容でした。さまざまな誤解はたくさんありますが、神殿建築はとても重要なテーマです。神殿建築を誰がするのか。
まことの神殿の意味を理解するべきです。神殿とは何ですか。神様が住まわれる家という意味です。神様に家などありますか。今日神様が聖書でもおっしゃいましたが、わたしがどこかの家に捕らわれてそこに属しているのではない。神様は創造主です。すべての宇宙と全世界が、神様が住まわれる場所です。しかし、神様の特別な計画の中で創世記1：27、神のかたちをとって人間を創造されました。人間だけ特別に神様がともにいる存在として創造されたのです。そして、創世記2：7に、鼻にいのちの息を吹き込むことによっていのちが生まれたとあります。どこかにいて捕らわれる方ではありません。神様は、家が必要な方ではないのです。宇宙全体が神様の家です。しかし、特別に人間だけを神様が住まわれる家として創造されました。ですから、神殿というのは、人間そのものが神殿なのです。神様のかたちをとって創造された人間の存在自体が、神様が住まわれる家なのです。それは神様の代わりに宇宙を治めるためにそのように創造されたのです。しかし、罪によってこのかたちがすべて崩れてしまいました。罪を犯した人間に対して、創世記3：7でこのようにおっしゃっています。私が裸になったので恥ずかしさを感じます。神殿であったときは、そういうことはありませんでした。しかし、罪を犯すことによって、神様の霊が人間から離れました。ですから、神殿が崩れてしまったのです。その結果、肉体だけが残りました。そのため脱いでいる裸の状態を恥ずかしいと思ったのです。これが、神殿が崩れた姿です。創世記6：3、ノアの時代にこのようにおっしゃっています。人間が肉体になったので。肉体になったとはどういうことですか。神様が本来、住まわれる場所であるのに、その神様を離れたのです。これが神殿破壊に関する内容です。理解できるでしょうか。神殿は、本来、人間だったのです。よく覚えてください。このように破壊された神殿を回復するためにイエス・キリストが来られました。イエス・キリストが神殿です。そうでしょう。本来、神様なのですが、人間のかたちになってこの世に来られました。人間のかたちをしているのですが、神の霊として来られている人間の存在としてはイエス様しかいません。もう一度言います。人間が神殿です。しかし、人間は罪を犯して、すべてが破壊されました。イエス様が人間のかたちとして体を着てこの世に来られました。人間なのに神様の霊がともにいるのです。ですから、イエス様が神殿なのです。人間の体を着ていますが、神様がその中にいらっしゃるので。分かりますか。それが破壊された神殿を回復する形となるのです。イザヤ7：14で、イエス様はインマヌエルと言っています。これが成就されます。イエス様が生まれたときに、その名をインマヌエルと名づけなさいと言われました。神様がともにおられるという意味です。神殿がすべて失われていたのですが、神殿がこのように改めて回復されたのです。ヨハネ1：14には、みことばが人なって、私の中にとどまってとあります。その栄光は神の栄光です。みことばが肉体になったのですが、その理由は神殿になるためです。神殿は人間です。神殿になるためには、人間にならないといけないのです。だから、ことばが肉体となったのです。しかし、それが神様の栄光です。その中に神様が住まわれているのです。それで神殿です。イエス様がエルサレムの神殿に行かれてこのようにおっしゃいました。この神殿をすべて崩しなさい。３日でわたしはもう一度建て直す。それはどういう意味でしょうか。イエス様のからだを神殿だと言っているのです。神殿が理解できるでしょうか。罪なく創造された人間の姿が本来の神殿です。しかし、その神殿が破壊されました。ですから、イエス・キリストが神殿としてこの世に来られました。誤解してはいけません。神殿は建物ではありません。ユダヤ教がいまだに建物を神殿として象徴しています。カトリックが、建物が神殿だと誤った考えを持っています。人間が神殿であり、イエス・キリストが神殿です。イエス・キリストがすべての救いの働きを成されて復活されました。そのイエス・キリストを信じて受け入れる信徒を神殿と言います。ヨハネ1：12に、受け入れるもの、すなわち、その名を信じる者には、神の子どもとなる特権をお与えになりました。どのように神様の子どもになるでしょうか。ただ単に名前をつけてあげるのではありません。イエス・キリストを受け入れた瞬間、以前の、過去の私は十字架でともに死にました。神様を離れて罪のかたちとなって破壊された自分はもう死んでいなくなったのです。キリストが私の中に住まわれるようになりました。それが信徒です。いま信じたとしても、長い間信じてきたとしても同じです。信仰が立派であろうが、まだ少し慣れていないとかは関係ありません。イエスをキリストとして受け入れて信じた人には、神様がその中にともにおられるのです。だから、イエスを信じた私たちにこのようにおっしゃっています。あなたがたは神の神殿であり、神の神殿があなたがたに宿られていることを知らないのですか。ですから、イエスを信じている私たちが神殿です。それを教会と言います。エペソ1：23に、キリストがかしらとなり、私たちがそのからだと言っています。それを神殿と言います。万物を満たす方に満たされていることを神殿と言います。皆さんを通して、皆さんの恵みが海を通って流れていくようになります。それが神殿です。万物を満たしている方が、皆さんの中に住まわれているのです。神殿という言葉を最初から正しく理解するべきです。これが神殿です。
この神殿のために、旧約ではかたちを言っています。模型を指します。神殿の模型は何でしょうか。イスラエルの民族が、神殿の模型です。聖書をすべて見ることはできませんが、あなたがたは選ばれた民であって、わたしはあなたがたの民とともにいるもいるとおっしゃっています。ヨシュアの最後のところでもこのように言っています。主が私たちの民の中にともにおられると。詩篇22：3に、賛美の中に住まわれる主とあります。イスラエルの民を特別に選ばれて集めました。このイスラエルの民がめちゃくちゃなことをする内容ではなく、神様がイスラエルの民を召されたという目線で見るべきです。なぜ、何のために呼ばれたでしょうか。イスラエルの民とともにおられたのです。これは完璧な神殿ではありません。これから神様がともにいる神殿を見せるために先に見せてくださった形です。まことの神殿のかたちは幕屋です。神様の幕屋を建てなさいと神様がおっしゃいました。出エジプト25章から40章までが幕屋を建てる内容です。まことの神殿を置いて、その模型のかたちです。この幕屋をすべて建てたときにはどうなったでしょうか。40：34-35、雲が天幕を覆っていました。主の栄光が幕屋に満ちあふれていました。この幕屋に神様が臨在されてともにおられるということを見せてくださったのです。そして、その契約の箱を納める場所を作りなさいとおっしゃったのです。これが幕屋です。
そして、ダビデの祈りによってソロモンの時代に建てられました。神様は最初、幕屋以外にはおっしゃっていませんでした。しかし、それが神殿になりました。旧約にあった神殿のかたちがまことの神殿の模型です。ソロモンの神殿がありました。それがすべて破壊されてゼルバベルの神殿が建てられたのです。バビロンの捕虜から解放された後、建てられた神殿です。それも崩れて、その後、ヘロデの神殿が建てられました。理由はどうあれ、まことの神殿の姿としてこのように神殿が建てられていたのです。よく覚えてください。これは模型に過ぎません。ですから、神殿建築、教会を建てるときに使う表現として使いますが、気を付けるべきです。そういう意味で、神様はダビデにあなたが神殿を建てられるのですかとおっしゃいました。神殿建築は、わたしがわたしの家を建てることだ。これがまことの神殿の意味であるのに、人間が果たしてそんなことができるのであろうか。ですから、神殿建築という言葉の意味を知るべきです。神殿建築は、まことの人間の回復です。エペソ1：13、神の霊によって人間に印を押すのです。先ほど、神殿とは何かを言いました。神の聖霊が私たちの中に住まわれることです。このようになることを神殿建築と言います。ローマ8：15に、養子の霊を受けるとあります。神様を「アバ、父」と呼べるその霊を受けるのです。だれもが神様を父と呼べるのではありません。養子の霊を受けて、神様を「アバ、父」と呼べるようにすることを神殿建築と言います。また、そうなってこそ本来の人間です。こどものために一生懸命働いて子どもを育てることが人間ではありません。ローマ8：29に何とあるでしょうか。御子のかたちと同じ姿にあらかじめ定められたからです。神様を離れた罪人の私たちが、イエス様のかたちに、姿に変わることを神殿建築と言います。イエス様が私たちの中に住まわれて、神様が住まわれています。これが人間回復です。これを指して神殿建築と言います。先ほども言いましたが、神殿と呼ばれるように変えていくことを神殿建築と言います。それと同時に、教会回復を神殿建築と言います。それを共同体の回復と言います。エペソ２章を開いてください。2：13-14に「遠く離れていたあなたがたも、今ではキリスト・イエスの中にあることにより、キリストの血によって近い者とされたのです」。お金持ち、貧しい人、黒人、白人、ユダヤ人、異邦人、良い人、悪い人、そのように様々な壁がありました。しかし、ひとりひとりが神殿になることによって、その壁がすべて崩れたのです。理解できるでしょうか。それを教会と言います。それが神殿建築です。そのように自然になるので、そのようになったことを知らせるのです。エペソ2：15-16、「新しいひとりの人に造り上げて、平和を実現するためであり」。十字架によって神と和解させるためです。神殿となった人々が集まると、それがひとつのからだとなるのです。このような関係を回復して、増やしていくことを神殿建築と言います。2：19には、同じ国民で神の家族だと言われています。神の家族をどんどん増やしていくことを神殿建築と言います。2：20-22、「キリストにあって、あなたがたとともに建てられる御霊によって神の御住まいとなるのです」。神殿建築とは、神殿となった人々が集まり、お互いが神様が喜ばれる存在として互いに作り上げていくことです。この世にない奥義、お互いにひとつとなられた奥義を握って、お互いにそれを味わえるように助けてあげることです。神殿であると同時に神様が求められている神殿をともに作っていくのです。ひとりひとりは完璧な神殿です。それと同時に、目には見えませんが、創世記からイエス様が再臨されるときまで、この神殿ひとりひとりがレンガとなって、それがひとつひとつ積み重なって神様が来られる大きな神殿になるのです。そのために教会でその奥義を味わってお互いわかちあうことが神殿となるのです。なぜでしょうか。そうなることによって宇宙を治める神殿を建築していけるのです。伝道宣教を回復することが神殿建築です。二言は無用でしょう。全世界にこの人間を回復することです。ローマ10：14-15にこうあります。伝えなくてどう信じるでしょうか。聞かないのにどうやって信じられるでしょうか。ですから、福音を伝える伝道を通して神殿を回復していくことです。Ⅰコリント1：21でおっしゃいます。伝道の愚かな者をとおして人間を救われる。その愚かな方法である伝道が神殿建築の方法なのです。Ⅰペテロ1：23、まことの真理のみことばによっていのちを得ました。この真理のみことばを伝える伝道を通して救いがなされるのです。救いは何ですか。神殿を造ることです。神様がその中に住まわれるように働くことです。これは肉体的に何かを感じたりすることではありません。だれでもイエスの名を求める者には、神様がその中に住まわれるようになります。信じればいいのです。神様の恵みを受けた人は、信じるようになります。弱い私を通して、神様がともにおられる証拠を見るようになります。なにも求めることはありません。信じればいいのです。みことばが伝えられることが神殿建築の奥義です。イエス様が最後にこのようにおっしゃいます。地の果てにまでわたしの証人となります。地の果てにまでイエス・キリストの証人となることが神殿建築です。これが神殿建築の内容です。よく覚えてください。教会が神殿であり、教会は神殿建築のために存在するのです。
そうであれば、この建築をする主人公は誰でしょうか。それが今日の本文の核心です。ダビデがどんなに思いがあっても、ダビデではできません。ですから、ソロモンに受け継がれました。ソロモンはダビデから生まれた息子を意味しています。ダビデの家系から生まれる子どもとは、キリストです。このキリストだけが、神殿建築の主人なのです。しかし、神様はこのキリストを通して神殿建築をされます。そして、そのキリストがこの世に来られました。イエス様がキリストです。このイエス様が神殿建築の主人公なのです。マルコ16：19-20にはこうあります。御座におられて彼らとともにいて、奇跡と証拠をもってともにおられます。悪霊が追い払われ救われることが起きるのです。どのように救いの働きが起きるでしょうか。どのように私たちがいるところの暗やみが打ち砕かれて、いのちの働きが起きるのでしょうか。一生懸命、努力するからでしょうか。やらないでというわけではありません。祈ったからでしょうか。祈らないでくださいというわけではありません。祈るべきです。それはイエス・キリストがなされるということです。ですから、私自身がイエス・キリストに深く入り込むことが祈りです。神殿を理解して、神殿建築を正しく理解したのであれば、ダビデがなにかを作るからできることではないということがわかります。神様の働きであって、イエス・キリストの働きなのです。神様が、イエス・キリストを通して、聖霊を通して神殿建築をなさっていきます。聖霊を通してでなければ、主をキリストと告白することはできません。しかし、驚くべきことは、この働きに信徒、教会を用いられます。そういう意味で、私たちは神様の同労者と言うのです。
今日の聖書の本文でこのようにおっしゃいました。わたしがいつ神殿を建てなさいと言いましたか。あなたがわたしのために家を建てようとしているのか。わたしがあなたのために建てるべきでしょう。わたしがキリストを通して、私がこのイエスを通して、わたしは神の霊を通して、いのちの救い、神殿建築をしていくのです。それをおっしゃっています。この意味を正しく理解していないイスラエルの民はいまだに神殿という形を重要視しています。カトリックがその思想そのまま受け継ぎました。宗教改革をしたのにもかかわらず、この神殿という意味が形としてそのまま残っています。礼拝堂はどうでもいい、考えなくてもいいということではありません。しかし、礼拝堂、建物自体が神殿ではありません。礼拝堂を立派に建てることが神殿建築ではありません。では、建てることを止め、関心を持たなくてもいいのですか。そういう話ではないでしょう。神殿という意味を持って、関心を持って作ってきたものではないということです。私たちは、神殿建築の主人公として召されました。それでイエス様はこのようにおっしゃいます。あなたがたは、わたしのすることをそのままする。またそれ以上の、それより大きなことをする。それゆえ建物に精神を奪われて困惑してはいけません。
礼拝堂とは何でしょうか。覚えてください。まことの神殿建築のために、いちばん重要なことは何でしょうか。神様のみことばを受けて力を得るべきです。この建築のためにいちばん重要な核心は礼拝です。これはとても重要なのです。神殿建築という目で見たときに、この礼拝はとても重要なので、礼拝をささげる場所が必要です。そういう意味を持って、礼拝堂が必要になったときに、建築のために祈るのです。ですから、礼拝堂は何でしょうか。神殿ではなく、神殿建築のために祈る場所です。誤解しないでください。礼拝堂の建築をおろそかにすることではありません。しかし、礼拝堂の建築を神殿建築だと考えてもいけません。まったく伝道、宣教に関心がないのに、礼拝堂を立派に建てた。それは神殿建築ではありません。皆さんに、礼拝堂を建てなさい、お金を出してくださいとは、絶対に言いません。皆さんの現場で神殿建築をしてください。伝道、宣教に力を入れてください。そうしながら礼拝堂が必要になったときに、ともに祈って導かれていくのです。旧約のような礼拝堂が本当に必要なのかということもよく考えるべきです。歴史に残す意味で立派なものを建てて残してきたかもしれませんが、結局、一つもよい結果として残ったものはありません。礼拝堂は、文化遺産として残すものではありません。ただ礼拝のために必要な場所です。神殿建築をどうすればよいでしょうか。礼拝堂は必要なときに祈って導かれればいいです。神様が許されるのであれば、そちらに行けばよいです。いま私たちの状況では必要ありません。席がなくて外で聞いたり、そういう状況ではないでしょう。あふれかえるほどであれば、そのときになって導かれればよいことです。ここを広げるか、また別のところに移すか、それはそのときに考えればよいことです。神殿建築は世界福音化です。律法主義と人間主義、偶像崇拝している日本を救うためにあるのです。このために私たちは、47都道府県に弟子を探すために伝道しているのです。それが神殿建築です。このことのために、皆さんにいま与えられている現場があります。その現場を福音化運動することが神殿建築です。難しい、簡単と思うのではなく、契約を握ってください。これが神殿建築です。まことの神殿建築の主人公になるように願います。教会ごとに与えられる神様の答えは違います。その教会に合わせて大きな礼拝堂が必要なのであればともに祈ることです。しかし、それが常にモデルであって答えではないのです。神殿建築に対して正しく理解してください。来年には神殿建築のための献金の隣に、開拓という言葉を入れます。そういう意味では、宣教献金も建築献金も同じ意味でしょう。宣教は国外に対して、建築は国内に対して。来年からは、建築献金を開拓の献金として、神殿建築を正しく理解したうえで祈ってください。まことの神殿建築の答えを皆さんが味わうことを願います。
（祈り）
神様に感謝いたします。私たちがまことの人間として、神殿として造られたことに感謝いたします。そのためにイエス・キリストが十字架につけられ、いま私たちとともにおられることを信じます。私たちをとおして現場と日本と世界に神殿建築をされることを祈ります。この契約を握って祈るしもべとなりますように。信徒がいる所々で、その神殿建築の働きが起きますように。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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